
B-1-4: 情動認知刺激の種類を考慮した眼球運動からの精神疾患の鑑別

⾃閉症(ASD)、統合失調症(Sz)を
鑑別する客観的指標の探索
◦⾃閉症、統合失調症の鑑別は⽣理指標が
確⽴していないから困難

岩内 厚⼤1, ⽥中 宏季1, 岡崎 康輔2, 岩坂 英⺒2, 松⽥ 康裕2,浦⾕ 光裕2, 盛本 翼2, 中村 哲1

1. 奈良先端科学技術⼤学院⼤学 2. 奈良県⽴医科⼤学

自閉症を鑑別する場合において71%
統合失調症の場合65%の精度を達成

1.複数の情動認知課題下の
眼球運動のヒートマップを畳み込み
ニューラルネットワーク(CNN)で学習

2.課題ごとの重要性を考慮して学習
(Random Forest)

3.最終的な疾患予測

1. 時系列データとして取り扱うこと
2. データ数が限られていること

提案法の概要

関連研究[Ming+ 2019]

実験協⼒者・データ

今後の課題

怒ってる顔で疾患ご
との差が出やすい

悲しんでいる顔は
差が出にくい

例

1. DSM-5に基づいて診断
2. 46×21=864データを使⽤し

Nested Leave One Participant 
Out Cross Validation (Nested 
LOPOCV)を⾏い評価

Group N(M:W) Age
mean SD

Controls 16(8:8) 29.3 3.72
Sz 15(7:8) 32.1 9.13

ASD 15(9:6) 26 5.85

結果・考察

DARE Task
1.無表情の顔が提⽰

2.6つの感情に表情
が徐々に変化

3.分かった時点で被
験者は回答

ASDの鑑別においてDynamic Affective 
Recognition Evaluation Task(DARE Task)の
眼球運動をRandom Forestで学習し、
65%の性能を達成

仮説

顔画像の表情ごとに眼球運動の特異性に差が
あるか︖

関連研究では考慮されていない
→課題ごとに重み付けをして検証

実験課題

1.教⽰を⾏う
2.視線を中⼼に誘導
3.5秒間課題の画像を提⽰
4.7つの感情から回答
5.2.~4.を21課題繰り返す

Time

提⽰された画像が7つの表情のうちどれに当て
はまるかを回答する課題[FEIT]
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ASD、Controlsの場合

1.10%の精度向上が⾒られる

2.特異度の向上によるもの

Sz、Controlsの場合

1.65%の精度で鑑別可能

多数決 Random 
Forest

精度 0.61 0.71
感度 0.8 0.73
特異度 0.44 0.69

多数決 Random 
Forest

精度 0.65 0.65
感度 0.73 0.67
特異度 0.56 0.63
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ASDの分類においては無表情のものを重視

表情が薄いものを認知しづらい[Ming+ 2019]
表情が薄いものに対して特異性がある可能性

http://www.saccess55.co.jp/untitled406.html

